
 

 

 

明けましておめでとうございます。 

皆様にはお揃いで良いお年をお迎えのことと、お慶び申し上げます。 

昨年中はＳＮＫに対しまして、一方ならぬご協力、ご支援を頂き厚く御礼申し

上げます。昨年度は国内外ともに政治の混乱、経済の減速、秋から年末にかけ

ては米大統領選挙、中国最高指導者の交代、日本の衆議院総選挙、韓国大統領

選挙と主要国の改選交代があり今後世界が大きく変わる可能性がありますが、

少しでも良い方向に変わるよう祈念します。 

一方ＳＮＫは会員皆さんのお蔭でその基本理念「シニアの生き甲斐づくり仲間づくり」に向かっ

て着実に活動がなされました。春秋の荒木農園（癒しの森公園）収穫祭では、子育て中の若い両親

と子供たち、高齢者の皆さんと学生たちとの交流、8 回を重ねる「久留米ん町探検隊」の筑後地区

の古代のロマンや歴史、久留米の良さの再発見、芋煮会等のうまかもん、チッゴアミーゴス、英語

で歌う会、各種パソコン教室、大いに盛り上がったオフ会、灯篭流し、教育支援やサザエさん一家

による慰問等のボランテｲア活動等々大変活発に活動がなされました。 

平成 25 年度も昨秋のオフ会のテーマの如く「明るく、元気で、皆満足!」のＳＮＫを目指して皆様

の一層のご協力をお願い致します。 

最後に皆様のご健勝とご多幸をお祈り致しまして新年のご挨拶と致します。 
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(あとがき)日本人の起源は縄文人と弥生人の混血による DNA解析の報告がある。新し

い年が来る。おらが村の噺や祭を掘りかえしていると卑弥呼の時代が見えてきた。（弐) 
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新年のご挨拶    理事長 小島紀夫 

昔ん話を語る会 
   

  

 

噺 

出張出前はいつものこと、話を聞

きたがる皆さんのもとへ馳せ参じ

ます。小学生が英語を学ぶ時代、

洗練された久留米弁を使いこなす

のも現在では稀有のこと、古老に

教えを乞うて練習、その努力の成

果でもありチームは立派なちっご

弁が使える人材となりました。 

 

   

大好評の 12昔話  

    HPのﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｰｶｲﾌﾞより 

 「久留米ん昔話」をご覧下さい。 
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晴れた日、愛用の PCをオフにして集まったみなさん。多芸多才は日頃の努力の成果です。才能が弾けて話題も盛り上がりました。 

 

『70歳現役応援』しごと・ボランティア説明会が開催され、ＳＮＫも

ブースを設け会員の活動を紹介、元気で現役を生きる高齢者の生きが

い創造を提案した。写真は来訪者と面談中の右:小島理事長と島井会員 

 

ボランティア合同説明会―――――――――――― リーフレット作成 
12／13(社)県雇用対策協会事業（於商工会議所）                   A―4三折 3000部作成（交流部） 

お知らせ 



5年間継続してきた。 シニアネット久留米広報 Vol.41  2013.1.1 シニアネット久留米広報 Vol.41   2013.1.1 

未来の大人たちへ 

 

大昔の人たちの生活を知ることはとても大事なことだ。お宮と信仰の関係、共同体社会でみんなが仲良く

暮らすとはどういうことか？筑後平野で生活した昔の人たちが教えてくれるものを、祭りや昔噺から学ぶ。 

人々と共に鬼がいて神々がいる世界、猿もイノシシも河童も一緒に住み悩み考え、暮らす世界。なんだか昔

の人たちと遊んでみたくなる。山や川、自然を利用した生活が見えてくると、高良山や筑後川をもっと大事

にしなければと思う。川の氾濫に怯えた生活など、いくつも質問したくなる。祭りや噺から学ぶことは多い。 

 

特集 シニア世代は子どもたちを見守る・・（４）  

 

食肉販売業 食肉製品製造業 食肉処理業 

-------------------------------------------------- 
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祭の世界から学ぶ 

噺 

 

                 
 

 

             

「昔ん話」を語るうちに、此の物語

にある場所は伝承・民話の由緒は、

今どうなっているじゃろうか？、さ

るいて（巡って）見よう、さぐって

（探して）見よう！百聞は一見に如

かず云う事から「久留米ん町探検

隊」が誕生、健康増進も兼ねたウォ

ーキングと共に、日頃は目に留めな

かった処で見聞した知識は心の財

産です。 

ＳＮＫの皆さんの後押しもあり、今回の大善寺・三潴地区で 

第８回を数えました、「久留米ん町探検隊」はさるきました。 

・弓頭神社は歴史を感じる古さでした。その前に展示してある、

大川鉄道のポッポ汽車の歴史も知りました。 

・烏帽子塚古墳跡は前方後円墳で全長 258ｍと云われるが？ 

今は平地になり想像もつかない！ 

・塚崎貝塚は、先人のグルメ達が残した牡蠣の貝殻がドッサリ。 

ここら辺りまで海が入っていたのかな？ 

・朝日寺ではマドンナのご詠歌を聞き、開基神子禅師栄尊出生譚

は、朝日を飲み込んでの懐妊でお寺の名前の由来も。 

・大善寺玉垂宮では、宮司さんから境内に残る傘橋の説明を聞く。

鬼夜の松明を作る苦労話や、宮の地所が狭く減った話を聞いた。          

「コスモスと 古代を偲ぶ 秋の道」 

途中折々見えるコスモスは、日射があれば黄金色の実っ 

た稲、刈穂に映えてカラフルでした。探検隊で私が調べたこと、

すごいと驚いたこと、面白かったこと。大善寺玉垂宮の宮司さん

から聞いた『から傘橋』の話にはたまげました。なんてったって

こんなに驚いたことはない。昔々、鬼夜の鬼が退治された伝説の  

あるお宮です。筑後平野の真ん中あたりだから、こんな 

大事な話が探せばどんどん出てくるんですね。 

会員 川浪統（古田史学の会） 
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大善寺玉垂宮に保存された傘橋礎石 

↑上から順に傘、柱、礎石、桟差込穴 
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3本継いだ石柱、高さ 5ｍ 

頭頂部分の傘 

礎石部分の桟差込穴 15×10㎝ 

柱上部分の桟差込穴 20×20㎝ 

 

筑後平野の稲田の実りを見ながら、大善寺駅前集合～弓頭神社～烏帽子塚古墳～ 塚崎貝塚（月読神社）～朝日寺～大善寺玉垂宮。 

稲の刈り取り真際中の田園風景を眺めながら、探検隊は行く。日頃は目に留めない処を探り、古い話や由緒を訪ね昔を偲んだ 1日。 

傘
からかさ

橋 
大善寺玉垂宮前に流れる川に架かる橋の名前は“から傘橋“↑現在

の広川に架かる橋交差点の名は「傘橋 からかさ」となっている。

「大善寺玉垂宮 1900年御神期大祭記念誌」表紙裏に書かれた絵⇒ 

「傘橋 からかさばし」は建造後、天下の名橋“抜河曳橋（ばっかのひきはし）”

として歴史に残りました。図をよく見ると判りますが、上部橋受けでは 7本の

支持材が斜め上に上がり、川を横断する太鼓型の橋を受ける構造であった。大

善寺玉垂宮の前を流れる川の旧名は“あられ川”と呼び、現在では“広川”の

名前となります。この川が大雨で洪水の心配があるとき、上部太鼓型の橋をは

ずして、陸地に引き上げて水位が下がるのを待った。から傘の「から」は川が

空のとき橋を使ったので、川が空の意味である。 

傘橋記念塔の基礎は橋創建時のもの。一間四方の大きさで印鑰（いんにゃく）

神社（今の夜明神社）に有った乙名塚の碑石といわれている。 …以下省略 

 

第８回久留米ん町探検隊、行程をほぼ終えて玉垂宮の楼門前で記念写真↑ 

久留米市通町 109-2 ℡0942-38-3751 

第８回久留米ん町探検隊   隊長 高木保幸 
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